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「
中
国
新
聞
」
（
昭
和
四
十
四
年
三
月
十
一
日
）
 
 

き
ょ
う
か
ら
入
居
者
募
集
 
 

熊
野
な
ど
の
県
営
住
宅
 
 

県
営
住
宅
の
二
次
募
集
が
十
一
日
か
ら
始
ま
る
 
 

募
集
す
る
の
は
一
種
二
十
三
戸
、
二
種
三
十
四
戸
、
一
種
住
宅
 
 

は
、
安
芸
郡
鯖
野
町
の
熊
野
団
地
内
の
平
家
建
て
五
戸
と
、
安
 
 

芸
郡
安
古
市
町
下
大
町
住
宅
の
同
十
八
戸
（
い
ず
れ
も
六
畳
、
 
 

四
・
五
畳
、
ダ
イ
ニ
ン
グ
キ
ッ
チ
ン
）
 
二
種
は
熊
野
団
地
内
四
 
 

階
建
て
百
十
六
戸
（
六
畳
、
四
・
五
段
、
ダ
イ
ニ
ン
グ
キ
ッ
チ
 
 

ン
）
と
同
二
階
建
て
十
八
戸
（
三
畳
、
四
畳
、
台
所
、
食
堂
）
。
 
 

家
賃
は
一
種
が
四
千
九
盲
円
か
ら
五
千
七
百
円
、
二
種
が
三
千
 
 

八
百
円
か
ら
四
千
七
百
円
、
入
居
中
し
込
み
に
は
所
得
制
限
が
 
 

あ
り
、
四
人
家
族
の
場
合
年
間
総
収
入
で
一
種
は
八
十
八
万
円
 
 

ま
で
、
二
種
は
六
十
四
万
円
ま
で
が
大
ま
か
な
目
安
 
 
 

申
し
込
み
は
十
四
日
ま
で
で
、
午
前
九
時
半
か
ら
午
後
四
暗
ま
 
 

で
県
庁
地
下
の
会
議
室
で
 
 

囲
 
 

「
中
国
新
関
」
（
昭
和
四
十
四
年
十
一
月
二
十
七
日
）
 
 

競
争
率
は
七
・
五
倍
 
 

県
営
住
宅
の
入
居
抽
選
 
 

さ
き
に
県
が
募
集
し
た
本
年
度
の
県
営
住
宅
入
居
抽
選
会
が
二
 
 

十
六
日
午
後
県
庁
六
階
講
堂
で
行
な
わ
れ
四
首
四
十
七
戸
の
入
 
 

居
者
が
決
ま
っ
た
、
こ
の
日
は
広
島
地
区
の
あ
き
家
、
新
築
住
 
 

宅
が
対
象
だ
っ
た
が
、
平
均
競
争
率
は
七
・
五
倍
の
狭
い
門
、
 
 

広
島
市
内
で
は
あ
き
家
〓
戸
に
五
首
五
十
人
が
押
し
か
け
る
な
 
 

ど
〝
過
密
地
区
″
の
き
ぴ
し
い
住
宅
事
情
を
反
映
し
、
抽
選
機
 
 

を
見
守
る
表
情
は
真
剣
そ
の
も
の
だ
っ
た
 
 

抽
選
は
広
島
市
内
、
安
佐
郡
祇
園
、
安
古
市
、
佐
東
、
可
部
の
 
 

四
町
、
安
芸
郡
熊
野
団
地
の
新
築
、
あ
き
家
、
安
芸
郡
内
の
あ
 
 

き
家
を
対
象
に
行
な
わ
れ
た
が
、
特
に
広
島
市
内
の
あ
き
家
ほ
 
 

第
一
種
住
宅
が
〓
戸
平
均
五
〇
・
五
倍
。
第
二
種
が
五
五
・
〇
 
 

倍
と
い
う
き
び
し
さ
、
舐
園
町
や
安
古
市
な
ど
で
も
一
〇
倍
二
 
 

〇
倍
が
ザ
ラ
で
、
県
営
住
宅
の
入
居
は
年
ご
と
に
む
ず
か
し
く
 
 

な
っ
て
い
る
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㈹
 
 

「
中
国
新
聞
」
（
昭
和
四
十
五
年
九
月
二
十
八
日
）
 
 
 

県
営
熊
野
 
 

広
島
県
安
芸
郡
熊
野
町
 
 

面
積
 
三
八
七
七
五
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
 
 

世
帯
数
一
五
〇
〇
世
帯
 
 

完
成
年
月
 
四
十
三
年
三
月
 
 

「
田
地
は
い
い
の
ー
、
水
銀
灯
は
つ
い
と
る
し
、
防
犯
灯
も
よ
 
 
 

け
い
つ
い
と
る
し
、
夜
で
も
昼
の
よ
う
じ
や
、
町
の
予
算
を
団
 
 

地
に
あ
あ
ま
で
使
わ
ん
で
も
よ
か
ろ
う
が
－
町
の
予
算
で
や
っ
 
 

第
四
黄
 
近
・
現
代
の
資
料
 
 

こ
う
し
た
中
で
安
古
市
町
の
新
築
住
宅
だ
け
は
不
人
気
で
、
六
 
 

十
二
戸
を
募
集
し
た
同
町
下
大
町
住
宅
の
簡
易
耐
火
住
宅
は
わ
 
 

ず
か
三
十
人
、
中
層
耐
火
住
宅
も
四
十
七
戸
の
公
募
に
四
十
二
 
 

人
し
か
集
ま
ら
ず
、
い
ず
れ
も
抽
選
な
し
で
入
居
が
決
ま
っ
 
 

た
。
こ
れ
は
公
募
戸
数
が
多
い
割
り
に
、
所
得
制
限
な
ど
入
居
 
 

条
件
に
合
う
人
が
少
な
い
た
め
と
み
ら
れ
る
、
県
は
不
足
分
に
 
 
 

つ
い
て
近
く
再
募
集
す
る
 
 

て
い
る
よ
う
に
誤
解
し
て
い
る
人
が
あ
る
ら
し
い
、
だ
れ
が
そ
 
 

の
よ
う
な
こ
と
を
言
い
ふ
ら
す
の
や
ら
」
団
地
ニ
ュ
、
－
ス
の
最
 
 

近
号
は
、
地
つ
き
の
町
民
の
や
っ
か
み
に
一
矢
報
い
て
い
る
、
 
 

だ
が
広
島
県
が
モ
デ
ル
団
地
と
し
て
造
成
し
た
だ
け
あ
っ
て
、
 
 

設
備
は
至
れ
り
尽
く
せ
り
、
上
水
道
は
も
と
よ
り
下
水
道
も
完
 
 

備
し
、
ト
イ
レ
は
全
戸
が
水
洗
、
幅
十
六
メ
ー
ト
ル
の
中
央
線
 
 

道
路
ほ
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
団
地
内
の
道
路
の
舗
装
率
は
一
〇
 
 

〇
％
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
は
、
都
市
ガ
ス
同
様
各
戸
に
配
管
さ
れ
 
 

て
い
る
 
 
 

小
学
校
、
保
育
所
、
郵
便
局
、
公
園
緑
地
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
計
 
 

画
的
に
立
地
し
、
そ
の
う
え
海
田
署
熊
野
派
出
所
ま
で
が
団
地
 
 

内
に
最
近
移
転
し
て
き
た
、
居
住
人
口
五
千
五
首
人
、
団
地
と
 
 

い
う
よ
り
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
と
呼
ん
だ
方
が
ぴ
っ
た
り
、
広
島
ま
 
 

で
バ
ス
で
約
l
時
間
、
呉
ま
で
四
十
五
分
、
広
島
行
き
バ
ス
は
 
 

ラ
ッ
シ
ュ
時
に
は
三
分
間
隔
で
運
転
さ
れ
、
ま
ず
は
理
想
的
な
 
 

べ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
い
え
る
 
 
 

通
勤
、
通
学
者
の
九
割
が
広
島
方
面
、
一
割
が
呉
方
面
と
い
 
 

う
、
最
終
的
に
は
二
千
世
帯
の
計
画
で
、
本
年
度
中
に
二
百
五
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十
世
帯
程
度
ふ
え
る
見
込
み
、
県
は
こ
と
し
最
終
分
の
分
譲
住
 
 

宅
を
募
集
し
た
が
、
五
十
戸
に
対
し
て
な
ん
と
応
募
者
が
二
千
 
 

人
も
殺
到
、
宝
く
じ
そ
こ
の
け
の
競
争
率
を
示
し
た
 
 

団
地
の
一
角
に
、
昨
年
四
月
〝
団
地
の
学
校
〃
熊
野
第
三
小
学
 
 

校
が
開
校
し
た
、
児
童
数
四
百
八
十
五
人
で
六
年
生
一
学
級
、
 
 

三
、
四
、
五
年
が
各
二
学
級
、
一
二
一
年
が
各
三
学
級
と
児
童
 
 

の
構
成
は
典
型
的
な
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
、
伸
び
盛
り
の
学
校
で
、
 
 

四
十
九
年
に
は
現
在
の
l
一
倍
以
上
の
千
人
に
達
す
る
予
想
、
児
 
 

童
の
両
親
が
若
い
の
が
特
色
で
、
父
親
は
平
均
三
十
六
歳
、
母
 
 

親
が
三
十
三
歳
と
い
う
、
児
童
の
出
身
地
別
で
は
広
島
市
三
二
 
 

％
、
広
島
近
郊
二
〇
％
、
呉
市
一
四
％
、
県
外
一
〇
％
で
、
地
 
 

元
が
わ
ず
か
一
五
％
に
す
ぎ
な
い
 
 

亀
島
清
校
長
の
話
で
は
、
児
童
は
社
交
性
に
富
み
、
明
朗
で
視
 
 

野
が
広
い
代
わ
り
、
勤
労
意
欲
に
乏
し
い
、
と
の
こ
と
、
こ
の
 
 

よ
う
な
性
格
ほ
〃
団
地
っ
子
〃
あ
る
い
は
〝
現
代
っ
子
〃
の
特
 
 

性
な
の
か
も
し
れ
な
い
、
一
木
一
草
も
な
い
校
地
だ
っ
た
が
、
 
 

学
校
に
緑
を
、
と
い
う
同
校
長
の
苦
心
で
、
練
ら
し
き
も
の
が
 
 

ふ
え
て
き
た
、
サ
ツ
キ
な
ど
の
苗
木
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
 
 

腕
の
よ
う
に
細
い
サ
ク
ラ
を
周
囲
に
植
え
こ
ん
だ
、
将
来
は
ク
 
 

リ
、
ス
ギ
、
ク
ワ
な
ど
多
種
輝
の
樹
木
を
び
っ
し
り
植
え
る
計
 
 
 

画
 
 

校
舎
は
鉄
筋
三
階
二
む
ね
 
（
約
二
千
平
方
メ
ー
ト
ル
）
 
で
、
本
 
 

年
度
中
に
九
教
室
を
増
築
、
来
年
度
は
体
育
館
が
出
来
る
予
定
 
 
 

と
な
っ
て
い
る
が
、
悩
み
は
給
食
施
設
が
な
い
こ
と
、
同
町
の
 
 

学
校
は
全
部
給
食
を
し
て
い
な
い
、
早
く
給
食
を
し
て
ほ
し
い
 
 

…
と
い
う
要
望
が
強
く
、
町
は
三
年
以
内
に
給
食
セ
ン
タ
ー
方
 
 

式
で
実
施
し
た
い
考
え
だ
 
 

団
地
自
治
会
の
活
動
が
活
発
な
こ
と
は
有
名
、
最
近
で
は
団
地
 
 

内
の
自
動
車
部
品
工
場
の
移
転
を
約
束
さ
せ
た
、
町
や
県
に
大
 
 

小
さ
ま
ざ
ま
な
要
求
を
突
き
つ
け
、
重
い
腰
を
あ
げ
さ
せ
た
、
 
 
 

来
年
四
月
の
町
議
選
に
は
団
地
か
ら
二
、
三
人
の
立
候
補
が
う
 
 

わ
さ
さ
れ
て
い
る
、
し
か
し
地
元
町
民
と
の
〝
断
絶
〃
は
否
定
 
 

で
き
な
い
よ
う
だ
、
「
団
地
ば
か
り
よ
う
な
る
」
と
い
う
地
元
 
 

町
民
の
声
と
ど
の
よ
う
に
調
和
を
と
っ
て
い
く
か
、
児
玉
義
憲
 
 

自
治
会
長
（
四
三
）
 
は
「
当
面
の
問
題
は
保
育
所
の
増
設
だ
 
 

が
、
そ
れ
以
上
頭
が
痛
い
の
は
地
元
町
民
と
の
融
和
、
時
間
は
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囲
 
 

「
中
国
新
関
」
（
昭
和
四
十
五
年
十
月
三
十
日
）
 
 

墓
地
を
忘
れ
た
団
地
の
悩
み
 
広
島
県
鯖
野
町
 
 

納
骨
に
困
り
寺
預
け
も
 
 

高
い
地
価
「
ぜ
ひ
町
営
で
」
 
 

二
千
世
帯
を
収
容
で
き
る
広
島
県
安
芸
郡
熊
野
町
の
広
島
県
営
 
 

熊
野
団
地
で
、
墓
地
計
画
が
忘
れ
ら
れ
て
い
た
た
め
〃
団
地
 
 

族
〃
か
ら
「
死
者
を
埋
葬
す
る
所
が
な
く
、
団
地
に
霊
が
さ
ま
 
 
 

よ
っ
て
い
る
」
と
切
実
な
悩
み
が
出
て
い
る
 
 

熊
野
団
地
は
四
十
二
年
三
月
、
広
島
県
が
総
工
費
八
億
二
千
三
 
 

盲
万
円
を
か
け
、
五
十
六
万
五
千
平
方
メ
ー
ト
ル
の
住
宅
団
地
 
 

を
つ
く
っ
た
、
い
ら
い
会
社
の
独
身
寮
を
含
め
、
千
五
百
世
帯
 
 

が
住
宅
を
建
設
し
↓
安
住
の
地
」
と
し
て
団
地
生
活
を
始
め
て
 
 

い
る
が
、
こ
れ
だ
け
の
大
世
帯
が
住
み
な
が
ら
そ
こ
に
墓
地
が
 
 

な
く
、
町
営
の
納
骨
施
設
も
な
い
、
こ
の
た
め
、
家
を
失
っ
た
 
 

第
四
章
 
近
・
現
代
の
資
料
 
 

か
か
ろ
う
が
、
日
々
努
力
を
続
け
て
い
く
以
外
に
あ
り
ま
せ
 
 

ん
」
と
言
っ
て
い
る
 
 

住
民
は
骨
を
安
置
す
る
こ
と
も
出
来
ず
、
仏
壇
の
そ
ば
に
祭
っ
 
 

た
り
、
近
く
の
寺
へ
預
け
る
状
態
で
、
死
者
の
霊
は
浮
か
ば
れ
 
 

な
い
で
い
る
 
 
 

熊
野
田
地
自
治
会
（
児
玉
義
憲
会
長
）
 
の
調
べ
で
は
新
居
が
建
 
 

ち
始
め
た
四
十
三
年
か
ら
こ
れ
ま
で
に
三
十
世
帯
で
葬
式
が
あ
 
 

っ
た
、
こ
の
う
ち
、
約
半
数
は
町
外
に
あ
る
自
分
の
真
に
納
骨
 
 

し
た
が
、
残
り
半
数
は
長
い
間
、
家
に
置
い
た
り
、
親
炉
に
無
 
 

理
を
い
っ
て
〃
一
時
預
け
〃
し
て
い
る
と
い
う
、
同
町
の
西
光
 
 

寺
（
猪
野
了
周
住
職
）
 
で
も
、
住
民
か
ら
の
強
い
要
望
で
こ
れ
 
 
 

ま
で
に
五
体
を
預
か
り
、
な
か
に
は
一
年
半
の
預
か
り
っ
放
し
 
 

も
あ
る
、
こ
ん
な
状
態
に
追
い
込
ま
れ
た
の
も
、
墓
地
計
画
町
 
 

営
墓
地
が
な
い
ほ
か
に
地
価
が
高
く
て
、
近
く
に
墓
地
の
用
地
 
 
 

を
買
い
求
め
ら
れ
な
い
の
も
原
因
、
た
と
え
、
用
地
が
あ
っ
て
 
 

も
土
地
代
と
墓
石
で
三
十
万
円
か
ら
五
十
万
円
は
か
か
り
、
手
 
 

を
出
せ
な
い
と
住
民
は
い
う
 
 

自
治
会
で
は
、
こ
の
た
め
町
に
墓
地
公
園
や
納
骨
堂
を
造
っ
て
 
 

ほ
し
い
、
と
要
望
し
続
け
て
い
る
が
、
同
町
の
世
良
助
役
は
 
 

「
一
般
会
計
予
算
規
模
三
億
円
余
り
し
か
な
い
財
政
の
町
で
は
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無
理
だ
」
と
言
う
、
一
方
、
県
も
「
自
治
法
で
は
町
財
政
の
中
 
 

で
建
設
す
る
の
が
建
て
前
だ
」
と
主
張
す
る
 
 

熊
野
団
地
は
、
公
園
や
緑
地
、
各
種
公
共
施
設
な
ど
を
完
備
し
 
 

た
広
島
県
下
初
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ソ
と
し
て
発
足
し
な
が
ら
こ
の
 
 

始
末
、
し
か
し
県
は
「
団
地
の
墓
地
設
置
ほ
義
務
づ
け
ら
れ
て
 
 

い
な
い
」
と
今
後
も
墓
地
を
つ
く
る
考
え
は
全
く
な
い
、
県
下
 
 

で
は
、
こ
こ
だ
け
で
な
く
墓
地
を
持
た
な
い
団
地
が
ほ
と
ん
ど
 
 

で
〝
団
地
族
〃
は
新
た
な
悩
み
に
直
面
し
て
い
る
 
 

囲
 
 

「
中
国
新
関
」
（
昭
和
四
十
六
年
十
月
三
十
日
）
 
 

公
益
法
人
に
切
り
替
え
 
 

熊
野
団
地
の
共
同
墓
地
 
 

個
人
が
土
地
造
成
業
者
か
ら
買
っ
た
”
花
壇
〃
名
目
の
土
地
に
 
 

墓
地
を
つ
く
る
の
は
「
墓
地
埋
葬
に
関
す
る
法
律
で
認
め
に
く
 
 

い
」
と
県
海
田
保
健
所
が
二
十
七
日
、
日
広
不
動
産
（
広
島
市
 
 

富
士
見
町
、
谷
丈
一
社
長
）
と
安
芸
郡
熊
野
町
の
熊
野
団
地
自
 
 

治
会
（
児
玉
義
密
会
長
）
代
表
を
呼
ん
で
注
意
し
た
問
題
を
め
 
 

ぐ
り
、
児
玉
自
治
会
長
は
二
十
八
日
、
同
保
健
所
を
訪
れ
、
改
 
 

め
て
疑
問
点
な
ど
を
た
だ
し
た
、
こ
の
結
果
、
公
益
法
人
で
も
 
 

墓
地
新
設
許
可
の
得
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
 
 

海
田
保
健
所
の
説
明
で
は
、
公
益
法
人
が
運
営
の
主
体
と
な
れ
 
 

ば
、
ま
ず
個
人
が
い
っ
た
ん
業
者
か
ら
分
譲
を
受
け
た
土
地
を
 
 

法
人
に
寄
付
し
、
寄
付
を
受
け
た
法
人
が
保
健
所
に
許
可
申
請
 
 

を
す
る
、
次
い
で
個
人
が
法
人
か
ら
永
久
使
用
権
を
認
め
ら
れ
 
 

る
仕
組
み
と
な
る
、
だ
か
ら
、
実
質
的
に
は
土
地
所
有
権
を
得
 
 

た
場
合
と
同
じ
だ
と
い
う
、
こ
の
た
め
熊
野
団
地
自
治
会
は
急
 
 

い
で
、
公
益
法
人
方
式
に
切
り
替
え
、
従
来
通
り
墓
地
の
分
譲
 
 

あ
っ
せ
ん
を
す
る
こ
と
と
し
た
 
 

㈹
 
 

「
中
国
新
聞
」
（
昭
和
四
十
七
年
十
月
三
日
）
 
 

〝
環
秀
〃
で
爆
発
的
人
気
 
 

熊
野
団
地
 
広
島
県
安
芸
那
熊
野
町
 
 

マ
イ
ホ
ー
ム
 
空
か
ら
拝
見
 
 

な
に
せ
五
十
戸
の
分
譲
に
対
し
て
二
千
人
の
応
募
者
が
殺
到
し
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た
人
気
団
地
、
こ
こ
か
ら
広
島
行
き
の
バ
ス
は
ラ
ッ
シ
ュ
時
で
 
 

三
分
間
隔
、
広
島
ま
で
約
一
時
間
、
呉
ま
で
な
ら
四
十
五
分
の
 
 

近
距
離
で
あ
る
、
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
は
広
島
市
周
辺
で
は
 
 

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
、
切
り
開
か
れ
た
三
十
八
万
七
千
平
方
メ
ー
ト
 
 

ル
の
台
地
は
県
営
、
民
営
の
約
二
千
戸
の
マ
イ
ホ
ー
ム
で
び
っ
 
 

し
り
、
団
地
内
の
道
路
は
完
全
舗
装
、
上
下
水
道
完
備
の
う
 
 

え
、
全
戸
が
水
洗
ト
イ
レ
と
い
う
か
ら
、
シ
尿
問
題
で
歯
の
痛
 
 

い
広
島
市
に
と
っ
て
は
う
ら
や
ま
し
い
話
 
 

し
か
し
、
悩
み
も
あ
る
、
爆
発
的
な
人
口
増
で
団
地
の
た
め
に
 
 

開
校
し
七
熊
野
第
三
小
学
校
で
は
低
学
年
の
伸
び
率
が
高
く
、
 
 

今
で
は
開
校
時
の
二
倍
以
上
の
千
人
を
突
破
す
る
勢
い
、
そ
れ
 
 

濫
通
勤
時
の
マ
イ
カ
ー
に
よ
る
交
通
地
獄
は
パ
ソ
ク
寸
前
だ
と
 
 

か
、
そ
れ
に
し
て
も
昼
間
の
団
地
内
は
静
か
で
す
ね
、
あ
き
巣
 
 

に
は
ご
用
心
、
ご
用
心
 
 

第
四
輩
 
近
・
現
代
の
資
料
 
 
 

4
7
 
熊
野
高
校
開
設
 
 「

中
国
新
聞
」
 
（
昭
和
五
十
二
年
四
月
九
日
）
 
 

新
設
の
高
陽
・
熊
野
両
高
校
で
も
入
学
式
 
 

広
島
周
辺
部
の
高
校
入
学
難
を
解
消
す
る
た
め
新
設
し
た
高
 
 

陽
・
熊
野
両
高
校
の
開
校
、
入
学
式
が
八
日
あ
っ
た
、
こ
れ
で
 
 

県
下
公
立
高
校
（
全
日
、
定
時
制
合
わ
せ
て
八
十
三
校
）
 
の
入
 
 

学
式
は
全
部
終
わ
り
、
約
二
万
三
千
七
盲
人
の
新
入
生
が
新
た
 
 

な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
 
 

新
設
校
の
熊
野
高
校
（
土
井
純
三
校
長
）
 
は
ま
だ
屋
内
体
育
館
 
 

な
ど
広
い
施
設
も
な
く
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
も
未
整
備
の
う
え
雨
も
 
 

予
想
さ
れ
る
と
あ
っ
て
、
近
く
の
安
芸
郡
熊
野
町
立
第
三
小
学
 
 

校
講
堂
で
の
〃
間
借
り
〃
開
校
、
入
学
式
で
は
二
百
七
十
人
の
 
 

新
入
生
と
父
兄
を
前
に
、
土
井
校
長
が
「
第
一
期
生
と
し
て
新
 
 

た
な
歴
史
と
伝
統
を
築
い
て
い
く
責
任
と
使
命
が
あ
る
」
と
激
 
 

励
、
式
の
後
新
入
生
た
ち
は
約
十
分
間
歩
い
て
高
校
の
門
を
く
 
 

ぐ
り
、
新
し
い
教
室
の
各
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
に
分
か
れ
て
や
っ
と
 
 

入
学
気
分
に
ひ
た
っ
て
い
た
 
 

ま
た
高
陽
高
校
（
石
橋
忠
弥
校
長
）
 
は
二
百
七
十
一
人
の
新
入
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4
8
 
戦
後
町
議
会
議
員
名
簿
（
議
席
順
）
 
 

編
鮫
者
調
藤
 
（
昭
和
大
十
三
）
 
 

◎
印
議
長
○
印
副
議
長
カ
ツ
コ
内
は
同
在
任
期
間
 
 
 

昭
和
二
十
二
年
四
月
（
二
二
名
）
 
 
 

○
中
村
義
雄
 
（
昭
和
二
十
三
年
十
二
月
～
二
十
六
年
四
月
）
 
 

藤
川
徳
太
郎
 
 

中
川
重
一
 
 

南
田
南
主
人
 
 

道
土
井
徳
三
 
 

真
畠
亀
三
 
 
 

〇
伊
藤
源
三
 
（
昭
和
二
十
二
年
五
月
～
二
十
三
年
十
一
月
）
 
 

尺
田
徳
太
郎
 
 

Ⅱ
 
資
 
料
 
編
 
 
 

生
を
抑
え
て
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
の
開
校
、
入
学
式
、
石
橋
校
長
 
 

は
「
こ
こ
に
集
ま
っ
た
生
徒
、
教
職
員
が
一
体
と
な
っ
て
、
新
 
 

し
い
良
き
校
風
を
樹
立
し
て
い
こ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
誠
 
 

実
、
着
任
、
努
力
を
校
訓
に
す
る
こ
と
を
互
い
に
誓
い
合
っ
た
 
 

◎
世
良
英
雄
（
昭
和
二
十
五
年
三
月
～
二
十
六
年
四
月
）
 
 
 

的
場
俊
行
 
 
 

城
本
勝
司
 
 
 

仏
円
盛
登
 
 

◎
庄
賀
意
吉
（
昭
和
二
十
二
年
五
月
～
二
十
五
年
二
月
）
 
 
 

宗
盛
得
美
 
 
 

中
本
深
美
 
 

神
鳥
長
男
 
 
 

管
田
仁
一
 
 
 

三
村
宏
 
 
 

中
村
軍
七
 
 
 

前
中
保
 
 
 

立
花
春
人
 
 
 

尺
田
公
 
 

昭
和
二
十
六
年
四
月
（
一
入
名
）
 
 
 

中
川
真
一
 
 

藤
尾
察
美
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◎
成
木
勝
司
（
昭
和
二
十
六
年
五
月
～
二
十
九
年
二
月
）
 
 
 

世
良
英
雄
 
 
 

的
場
俊
行
 
 
 

中
本
深
美
 
 

尺
田
公
 
 

○
伊
藤
源
蔵
（
昭
和
二
十
九
年
三
月
～
三
十
四
年
四
月
）
 
 
 

井
原
卓
蔵
 
 
 

宮
尾
清
人
 
 
 

立
花
春
人
 
 
 

志
々
田
次
郎
 
 
 

神
島
長
男
 
 
 

中
村
軍
七
 
 
 

植
木
忠
明
 
 
 

三
村
宏
 
 
 

大
瀬
戸
隆
 
 

昭
和
三
十
年
四
月
（
一
入
名
）
 
 

第
四
華
 
近
・
現
代
の
資
料
 
 
 

管
川
徳
太
郎
 
 

○
昭
和
二
十
六
年
五
月
～
二
十
九
年
二
月
 
 

◎
昭
和
二
十
九
年
三
月
～
三
十
年
四
月
 
 

的
場
俊
行
 
 
 

立
花
豊
 
 
 

大
瀬
戸
隆
 
 

◎
尺
田
公
（
昭
和
三
十
年
五
月
～
三
十
八
年
一
月
）
 
 
 

藤
尾
繁
美
 
 
 

中
原
盛
人
 
 
 

真
畠
亀
三
 
 
 

世
良
忠
義
 
 
 

井
上
松
男
 
 
 

南
崎
量
人
 
 
 

井
原
卓
蔵
 
 
 

志
々
田
次
郎
 
 
 

中
川
重
一
 
 

植
木
忠
明
 
 
 

中
村
積
 
 
 

神
鳥
長
男
 
 

○
伊
藤
源
蔵
 
 
 

世
良
英
雄
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Ⅱ
 
資
 
料
 
編
 
 
 

昭
和
三
十
四
年
四
月
（
一
入
名
）
 
 
 

柄
本
森
人
 
 

◎
中
川
重
一
（
昭
和
三
十
八
年
二
月
～
三
十
八
年
四
月
）
 
 

○
神
鳥
長
男
（
昭
和
三
十
四
年
五
月
～
三
十
八
年
四
月
）
 
 
 

大
瀬
戸
隆
 
 
 

志
々
田
次
郎
 
 
 

中
本
次
男
 
 
 

井
上
松
男
 
 
 

中
村
積
 
 
 

五
十
免
佐
一
 
 
 

井
原
卓
蔵
 
 

◎
尺
田
公
 
 
 

南
崎
量
人
 
 
 

世
良
英
雄
 
 
 

川
本
英
雄
 
 
 

世
良
忠
義
 
 
 

台
沖
義
間
 
 
 

伊
藤
源
蔵
 
 
 

立
花
盈
 
 

昭
和
三
十
八
年
四
月
（
一
入
名
）
 
 
 

佐
々
木
久
兵
衛
 
 

◎
伊
藤
源
蔵
（
昭
和
三
十
八
年
五
月
～
四
十
六
年
四
月
）
 
 
 

尺
田
公
 
 
 

井
原
卓
蔵
 
 

中
村
償
 
 
 

台
沖
義
間
 
 
 

神
島
長
男
 
 
 

橘
昭
二
 
 
 

大
瀬
戸
隆
 
 

中
本
次
夫
 
 
 

世
良
忠
義
 
 
 

伊
藤
孝
造
 
 
 

五
拾
免
佐
一
 
 
 

神
島
寛
人
 
 

植
木
忠
明
 
 
 

南
田
秀
夫
 
 

700   



○
甫
崎
量
人
（
昭
和
三
十
八
年
五
月
～
四
十
二
年
四
月
）
 
 
 

井
上
松
男
 
 

昭
和
四
十
二
年
四
月
（
一
入
名
）
 
 
 

大
瀬
戸
隆
 
 
 

五
拾
免
佐
一
 
 
 

神
鳥
長
男
 
 
 

井
上
松
男
 
 

○
世
良
忠
義
（
昭
和
四
十
二
年
五
月
～
四
十
三
年
十
二
月
）
 
 

面
迫
幸
雄
 
 
 

南
田
秀
夫
 
 
 

神
島
寛
人
 
 

◎
伊
藤
源
就
 
 
 

中
村
石
 
 
 

尺
田
公
 
 
 

台
沖
義
間
 
 
 

立
道
義
則
 
 
 

中
本
次
夫
 
 
 

商
略
貴
人
 
 

第
四
草
 
近
・
現
代
の
資
料
 
 

〇
五
十
免
佐
一
 
 

○
佐
々
木
久
兵
衛
（
昭
和
四
十
四
年
三
月
～
四
十
六
年
四
 
 
 

月
）
 
 

植
木
忠
明
 
 
 

井
原
卓
蔵
 
 

昭
和
四
十
六
年
四
月
（
二
〇
名
）
 
 
 

中
村
積
 
 
 

商
田
秀
夫
 
 

穏
土
正
儀
 
 
 

児
玉
義
窯
 
 
 

植
木
忠
明
 
 
 

児
島
一
夫
 
 

伊
藤
源
蔵
 
 
 

尺
田
公
 
 
 

三
村
俊
光
 
 

佐
々
木
久
兵
衛
 
 
 

京
面
龍
馬
 
 

◎
神
鳥
長
男
（
昭
和
四
十
六
年
五
月
～
五
十
年
四
月
）
 
 

（
昭
和
四
十
六
年
五
月
～
五
十
年
四
月
）
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資
 
料
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田
原
誌
郎
 
 
 

荒
谷
忠
行
 
 
 

南
崎
量
人
 
 
 

神
鳥
寛
人
 
 
 

面
迫
幸
雄
 
 
 

立
道
義
則
 
 
 

中
本
深
芙
 
 

昭
和
五
十
年
四
月
（
二
〇
名
）
 
 
 

五
十
免
佐
一
 
 
 

立
道
義
則
 
 

神
島
覚
人
 
 
 

三
村
俊
光
 
 
 

遠
部
公
 
 
 

尺
田
公
 
 

穏
土
正
儀
 
 

神
島
四
郎
 
 
 

女
夫
池
 
 
 

京
面
龍
馬
 
 
 

荒
谷
忠
行
 
 
 

田
原
誌
郎
 
 
 

南
崎
量
人
 
 
 

南
田
秀
夫
 
 
 

佐
々
木
久
兵
衛
 
 
 

植
木
忠
明
 
 
 

栗
原
君
子
 
 

○
面
迫
幸
雄
（
昭
和
五
十
年
五
月
～
五
十
四
年
四
月
）
 
 
 

児
島
一
夫
 
 

◎
伊
藤
源
蔵
（
昭
和
五
十
年
五
月
～
五
十
八
年
四
月
）
 
 

昭
和
五
十
四
年
四
月
（
二
〇
名
）
 
 
 

尺
田
公
 
 
 

穏
土
正
儀
 
 
 

貞
永
奈
音
 
 
 

神
島
寛
人
 
 
 

◎
伊
藤
源
蔵
 
 
 

児
島
一
夫
 
 
 

女
夫
池
正
人
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梶
山
素
行
 
 

○
神
島
四
郎
（
昭
和
五
十
四
年
五
月
～
五
十
八
年
四
月
）
 
 
 

三
村
俊
光
 
 
 

京
面
籠
馬
 
 
 

梶
川
豊
 
 
 

植
木
忠
明
 
 

南
田
秀
夫
 
 
 

栗
原
君
子
 
 
 

佐
々
木
久
兵
衛
 
 
 

藤
井
登
 
 
 

槌
山
正
孝
 
 
 

中
村
毅
 
 
 

野
村
律
志
 
 

昭
和
五
十
八
年
四
月
（
二
〇
名
）
 
 
 

梶
山
素
行
 
 
 

仏
門
大
源
 
 
 

南
田
秀
夫
 
 
 

佐
々
木
久
兵
衛
 
 

第
四
章
 
近
・
現
代
の
資
料
 
 
 

貞
永
奈
音
 
 

○
神
鳥
寛
人
（
昭
和
五
十
八
年
五
月
～
六
十
二
年
四
月
）
 
 
 

槌
山
正
孝
 
 
 

児
島
一
夫
 
 
 

中
村
毅
 
 
 

穏
土
正
儀
 
 
 

中
村
勝
義
 
 
 

尺
田
公
道
 
 
 

女
夫
池
正
人
 
 
 

梶
川
豊
 
 

◎
京
面
籠
馬
（
昭
和
五
十
入
牢
五
月
～
現
在
）
 
 
 

野
村
律
志
 
 
 

栗
原
君
子
 
 
 

神
島
四
郎
 
 
 

伊
藤
源
蔵
 
 
 

藤
井
登
 
 

昭
和
六
十
二
年
四
月
（
二
〇
名
）
 
 

◎
京
面
龍
馬
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藤
非
登
 
 

女
夫
池
正
人
 
 
 

栗
原
君
子
 
 
 

仏
円
大
源
 
 
 

野
村
律
志
 
 
 

伊
藤
源
歳
 
 
 

南
田
秀
夫
 
 
 

鳥
上
勝
登
 
 
 

穏
士
正
儀
 
 
 

上
田
春
美
 
 
 

中
原
裕
佑
 
 
 

貞
永
奈
音
 
 
 

梶
川
豊
 
 
 

児
島
一
夫
 
 
 

佐
々
木
久
兵
衛
 
 
 

尺
田
公
道
 
 
 

梶
山
素
行
 
 
 

槌
山
正
孝
 
 

○
中
村
毅
（
昭
和
六
十
二
年
五
月
～
現
在
）
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計
報
告
事
跡
等
 
 

明治22年1月統計調査蓑棲  

① （明治22年1月1日現在）  

② 人夫年齢別人口（〝 〝）   

7〔）4  



1日当りの使用賃価（明治21年12月中平均）  

第
四
章
 
近
・
現
代
の
資
料
 
 

④ 売買価格（ 〝  〝 ）  

⑤ 徴発物件概算哀（？）  

⑥ 徴発物件調査表（明治22年）  
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l
 
資
 
料
 
編
 
 
 

内 大 工 37人、木挽41人、泥工1人、石朽工6人  

柄 工 6人、鍛工12人、茅屋根葦66人  

筆造工 272人  

⑦ 耕作及捕魚採罷業戸数（明治21年12月31日現在）  

耕  作  業   

自  作  小  作  計   
合  専  業  兼  業  i甫魚採藻 兼 業  専  業  兼 業L業魚採葦   

645戸   183  31   180  
1，039  

捕魚採祐実はなし。  

自作数昨年ヨリ五戸減シ兼三十八戸減ス、小作数九十戸増え兼十戸増ス。  

ルハ自作 負債償却ノタメ耕作地ヲ売却シ尚之レヲ小作スルロ〔為か〕斯□〔如か］  

増減ヲ生スルナリ  布表合計前年弐十四戸ヲ減ルハ農ヲ止メェ就シモノナリ又自作減シテ小作ノ増えタ  
前年こ大差アルハ前年ハ村外二出稼人数ロアリ本年ハ‥＝  

（紗 那作人員（ 〝  〝 ）  

⑨ 田畑自作地小作地概算（ 〝  〃 ）  
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⑲ 人口の出入（ 〝  〝 ）  

出   

外 国 行   管外へ摘瑠＋ 管内へ出寄留     陸海軍右営艦 現役夫   

男  女  男l女   男  女   男   

6  60   35   33   19   
6   

第
四
章
 
近
・
現
代
の
資
料
 
 監練ニアル囚人  失    踪   管外ヨリ入寄留   管内ヨリ入寄留   

男  女  男  女  男  女  男  女   

3 1 1  91  14   4   6   41   
20   

⑫ 牛・席数（明治21年12月31日現在）  

乳用の牛は0。牛・馬ともに内種。  
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⑬ 農産物産額概算（明治21年）   

Ⅰ
 
資
 
料
 
編
 
 
 

その他、釜耕、紅茶、烏龍は0。  

⑳ 諸製作及製造品（ 〝 ）  

前年二対シ大差ヲ生スル以所ハ本年ハ販路開ケ  
事業盛大ニッチ故卜兼業者モ他業ヲ止メ之レヲ  
専業トナシタルヨリ斯ル差ヲ見ル至レリ  
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⑮ 麦作付反別及収穫石高概算（明治22年）  
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⑮ 養蚕概況数（ 〝 ）  

⑰ 藍作概況   

霧雨多く、虫類の発生によって充分な   

収穫が得られず、これは当年より創業   

されたものであり、平年の収益祈は土   

からない。  

⑬ 徴発物件各戸二宮業二係ル共給高概算表  
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⑬ 米作概況表  

種  別   作 付 反 別  

増  減  早  稲  331  000  910合    540合  中  稲      1石050合   400合  晩  稲      845合   505合  三  種      2石805合    1石445合  

Ⅱ
 
資
 
料
 
編
 
 
 

宗雨にみまわれ、成育期間である7、8月において雨天が多く太陽の熟照が少なく区l   

作となった。早稲、晩稲は10分の6、中稲ほ10分の7を収穫するの見込なり。  

⑳ 綿作概況表  

⑳ 煙草作概況表  

アJO  



⑳ 米穀作付反別及収穫石高概算（明治22年）  

第
四
茸
 
近
二
現
代
の
資
料
 
 

明治27年統計報告跡顆  

① 本籍人族別（明治26年12月31日現在）  

（卦 牛・馬数（ 〝  〝 ）  

牛、烏ともに内種。乳用の牛は0。   
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（卦 町村吏員表（ 〝  〝 ）  

Ⅱ
 
資
 
料
 
編
 
 
 

④ 人口出入（ 〃  〝 ）  

⑤ 米穀作付段高及収穫石高平年比校表  

7J2  
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作付反高が昨年に比べ減少しているのは、本年の早害によるため。   

⑥ 織物産祈概算（明治25年）   

昨年こ比シテ減少［セ？〕シハ木綿収穫ノ少ナキこ依／レ尚早害及流行病ノ為二織工ノ   

余暇ナカリシナリ   

⑦ 柿、生蝋、漆汁、椎茸、香草産析概算（ 〝 ）  

⑧ 田畑自作地小作地概算（明治26年12月31日現在）  
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⑨ 桑茶園反別及採収高（明治25年）  

Ⅱ
 
資
 
料
 
編
 
 
 

⑲ 製茶産額概算（明治26年）  

⑪ 蘭産額概算（ 〝 ）  

⑫ 大豆外22種作付反別及収穫高概算  

作付反別l 収穫高  1反歩収穫高増 減 事 由  

大
 
小
 
蚕
恵
那
 
‖
菜
 
 

豆
 
豆
 
豆
 
豆
 
槙
 
 

68，000合   

4，800   

52，000   

12，000   

2，800  

前年ヨリ5升減  

2斗8升4合繊  

5升減  

5升減  

8升減  

7J4  

400合   

96   

600   

600   

400  



粟
 
黍
 
 

280，000  

24，000  

5，150  

111，000   

150，000匁  

39，000  

150，000   

10，500，000  

1，600合  

8，500，000匁   

100，000  

420，000  

3斗5升滅  

2斗8升減  

2斗8升減  

2斗減  

前年二同シ  

ロロ〔当年か］打  

13貫減  

20貫減  

7斗減  

58貫減  

10貫減  

9貫減  
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黍
 
変
 
更
 
皮
 
革
 
葡
 
黍
 
語
 
 

筍
 
 

局
 
番
 
藍
 
構
 
煙
 
蘇
 
玉
 
甘
 
 

爪 瞳 薯  

実   姉  

⑬ 物産収穫高（明治26年12月31日現在）  

⑭ （明治27年7月1日現在）  

⑮ 人夫年齢別人数（ 〝 ” ）  
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⑬1日当りの使用賃価（ 〝  〝 ）  

1日使用賃価  1里使用賃価   

乗   馬   1円   10銭   

駄  馬   60銭   8践   

馬   45   7   

牛   45   7   

荷積中華   6   1   

〝 要スル人夫   35   6   

〝 小串   6   1   

〝 要スル人夫   35   6   

人   夫   40   6   

Ⅱ
 
 資
 
料
 
編
 
 
 

⑰ 売買価格（明治27年6月中平均）  

⑬ 桑茶畑反別（明治27年6月30日現在）  

桑 畑  5，500歩   前年二比シ増減ナシ   

茶 畑  9，500  

⑲ 春蚕（明治27年分）  

飼養戸数  繭  玉  蘭  処殻繭  屠  繭   計   

14戸  2，000合  1，500合  150合  380合   3，030合   
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⑳ 徴発物件供給高（明治27年）  

⑳米（明治27年分）  

アJ7   



明治28年度統計報告跡綴   

① 戸口数（明治27年12月31日現在）  

Ⅰ
 
資
 
料
 
編
 
 
 ② 人口出入（ 〝  〝 ）  

（動 学齢人員（明治27年）  



④ 町村吏員蓑（明治27年12月31日現在）  

人 員  月 俸  報酬料   

村長語群 
満   1人   3円   2円   

助 役  〝   1人   3円   1円  

収入役 6円未満   1人   3円   

寮 記  〝   6人   18円   

A  計   9人   37円   3円  
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⑤ 安芸郡徴発馬匹賃価表  

⑥ （明治28年1月1日現在）  

⑦ 人夫年齢別人数（ 〝  〝 ）  

⑧ 売買価格（明治27年12月中平均）  

7J9   



⑨ 使用買価額（明治28年1月1日現在）  

Ⅱ
 
資
 
料
 
編
 
 
 

⑲ 食用及特用農産物（明治27年分）  

l作付段別1収積商l増  減  事  由  

前年こ大差ナシ  

前年ヨリ減少  

前年ヨリ反別差ナシ、収穫増加セリ  

前年大差ナシ  

前年こ比シ反別及収穫ホ増加セリ  

前年ヨリ反別大減、掛収穫減額セリ  

前年こ比シテ反別ノ増加セリ  

前年大差ナシ  

前こ比シテ反別増加セシモ収軽減セリ  

反別増加セシモ  

前年同シ収穫減額セリ  

ノケ  

大 豆   

小 豆  

粟  

実 姉  

菓畑〔嫡か〕革  

鴇 変  

甘 藷  

馬鈴薯  

蚕 豆   

蘇 豆  

稽 皮  

菜種‡慧  

720  



反別ハ前年比シテ増加セシモ収穫減セリ  

ノγ  

／／   

前年二同シ  

本年コリ播種セリ前年比例ナシ  
〝  

黍  

萄 秦  

荘 葡  

藍糞  

散薙筍  

牛 曹  

24  

65   

105，000   

1，500   

1，500  

600  
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⑬ 牛馬羊豚屠数（明治27年1月）  

屠場数   
種 別  頭   量】 価   数l斤  額  

元，牡L計1可 牡計】牝牡        計   

成 年  64  64  －   11，226斤  11，226斤   

憤  
馬   1  6  7  50   757   1，500   

羊  

豚  

⑫ 物産収穫高（ 〝 ）  
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⑬ 馬年数（明治28年分）  

Ⅱ
 
資
 
料
 
編
 
 
 

⑭ 織物（明治27年分）  

校 数1 60帽  

L数 量l価 額  

生  木  綿  

鏑  木 綿  

所  木  綿  

蚊  帳  地  

女帝地頭〔類か〕  

其他ノ綿織物  

4，350践   

85，000   

35，000   

2，000   

3，000  25，000  
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⑬ 蚕糸、真綿及蚕卵紙（ 〃 ）  
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⑮ 質屋金利歩合（明治28年）  

⑳ 質屋の貸金（明治20年）  

⑬ 牛馬羊豚屠数（明治□［28か〕年1月分）  
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⑲ 春蚕（明治28年分）  

Ⅱ
 
資
 
料
 
編
 
 
 

⑳ 麦（ 〝 ）  

⑳ 桑・茶畑段別（明治28年6月30日現在）  

⑳ （明治28年7月1日現在）  

乗 馬  駄 馬  甲  牛  大八車  大七車  中 辛  小 事  人力車   

9   17   14   348  6   3  

1［コ  

3   4  〔12あるいは  1   

15か〕  

（下列ほ朱書）  
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⑳ 使用質価（ 〝  

1日使用賃価ll里使用賃価  
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円
 
銭
 
1
 
 
0
 
 
5
 
 
5
 
 
6
 
 
5
 
 
6
 
 
5
 
 
0
 
 

3
 
．
4
 
 

3
 
 

6
 
 
4
 
 
4
 
 

銭
 
0
 
 
0
U
 
 
7
 
 
7
 
 
1
 
 
6
 
 
1
 
 
6
 
 
6
 
 

馬  

牛  

荷 積 中 辛  
同 要 ス ル人夫  

荷車〔積か？〕小串  

同 要 ス ル人夫  

人  夫  

⑳ 売買価（明治28年6月中平均）  

⑳ 徴発物件供給高（明治28年）  

⑳ 茶（明治28年分）  
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